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森
戸
地
区
で
は
、
平
成
28
年
２
月
に
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
基
盤
整
備

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

 （
農
）
森
戸
営
農
組
合
み
の
り
は
、
地
区
の
担
い
手

と
し
て
平
成
28
年
１
月
に
鈴
木
代
表
を
筆
頭
に
理
事

８
名
で
法
人
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
27
日
に
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
竣
工

式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
規
模

は
80
ｈ
a
で
す
が
、農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
、

当
初
予
定
し
た
よ
り
も
集
積
が
急
速
に
進
み
、
今
年

度
の
水
稲
経
営
面
積
は
96
ｈ
a
で
す
。

　

設
立
当
初
は
、
基
盤
整
備
の
工
事
が
始
ま
っ
て
お

ら
ず
、
個
々
の
作
業
場
で
乾
燥
調
製
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
大
き
い
区
画
と
新
し
い
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業
が
開
始
と
な
り
ま
す
。
今

後
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
が
進
め
ば
、
更
に
効
率

は
上
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
春
か
ら

若
い
担
い
手
も
加
わ
り
、
地
域
に
認
め
ら
れ
る
法
人

に
な
れ
る
よ
う
今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

香 取 市

令和元年9月

麻生伸次　　　　 齋藤榮一　　　　 松本一美　　　根本和芳　　　後列
飯島　正　　（代表 ) 鈴木孝宜　　　    日直嗣佳　　　戸村　明　　　前列

「
農
事
組
合
法
人
・
森
戸
営
農
組
合
み
の
り
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域
農
業
の
担
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手
と
し
て
〜

農
地
利
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最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

麻
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みのり理事８名



　

８
月
２
日
に
、
令
和
元
年
度
千
葉

県
女
性
農
業
委
員
の
会
が
開
催
さ
れ

県
内
19
農
業
委
員
会
か
ら
34
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
事
例
発

表
で
は
、
当
市
か
ら
寺
島
農
業
委
員

が
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
支

援
を
基
に
し
た
農
地
集
積
・
集
約
化

に
向
け
た
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ

い
て
と
題
し
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
こ
の
研
修
会
に
参
加
し

て
、
ま
だ
、
農
業
委
員
と
し
て
間
も

な
く
、
何
を
し
て
い
い
の
か
が
は
っ

き
り
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
発
表
内
容
を
聞
い
て
農
業

委
員
は
農
家
の
代
表
で
あ
り
農
地
の

番
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
そ
し

て
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
た
め
に

尽
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
日

と
な
り
、
心
強
い
先
輩
委
員
と
共
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

かとり農業委員会だより 令和元年９月（２）

飛
ケ
谷　

幸
夫　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

〜
千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会
に
参
加
し
て
〜

平
川　

君
子　

農
業
委
員

　

香
取
市
農
業
委
員
会
は
、
法
律
改
正
か
ら
第

２
期
目
と
な
り
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
支
援
を
基
本
と
し
て
、

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

連
携
し
て
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
積
極
的
に
事
業
展
開
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
推
進
活
動
が
こ
こ
数
年
県
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
、
愛
知
県
、
高
知
県
、
栃
木
県
等

の
農
業
委
員
会
か
ら
、
視
察
研
修
に
訪
れ
て
お

り
、
熱
心
に
質
問
さ
れ
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
当
農

業
委
員
会
と
し

ま
し
て
も
、
県

内
外
を
問
わ
ず
、

他
の
優
良
事
例

の
取
組
み
を
参

考
に
積
極
的
に

推
進
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

女
性
委
員
の
活
動
報
告

全
国
か
ら
の
農
業
委
員
会
が
来
庁

　

香
取
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
法
改
正
と
な
り
、
こ
の
４
月
か
ら
第

２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
新
体
制
と
な
っ
て
か
ら
、
新
任
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
研
修
会
が
７
月
29
日
千
葉
県
農

業
会
議
主
催
で
八
千
代
市
民
会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
参
加
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
市
か
ら
は
農
業
委
員
６
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
12
名
が
参

加
し
、
研
修
内
容
で
あ
る
（
１
）
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
役
割
と
情
報
活
動
に
つ
い
て（
２
）「
農
地
法
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
」

①
農
地
法
の
概
要
及
び
３
条
、
農
地
利
用
権　

②
農
地
法
４
条
及
び
５
条

③
遊
休
農
地
対
策
（
３
）
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
を
熱
心

に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
、
質
問
等
が
な
さ
れ

熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
ま
だ
６
ヶ
月
と
経
験
は
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
任
期
が
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
長
い
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
て
香
取
市
の
主
幹
産
業
の
農
業
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　農業委員会では、１１月のイベント
に参加し、ご来場の皆様と農業・農地
に関する情報交換を通じ、委員会活動
に活かしていきたいと思います。
　ご来場の際は、農業委員会のブース
へ是非、お寄り下さい。お待ちしてい
ます。
・ 3日（祝）：山田ふれあいまつり
・17 日（日） ：栗源のふるさといも祭
　　 　　　　但し、 延期時 23 日（祝）
・24 日（日）: ふるさとフェスタさわら

※会場では、農業委員会独自の催しも
のを企画しています。

「香取のふるさとまつり」に
ご来場下さい！

令
和
元
年
度
新
任
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
合
同
研
修
会
に
参
加
し
て



かとり農業委員会だより令和元年９月（３）

　

私
は
今
年
の
３
月
に
、
香
取
市
与

倉
地
区
・
高
野
地
区
基
盤
整
備
事
業

準
備
委
員
会
総
会
に
出
席
し
ま
し

た
。こ
の
準
備
委
員
会
の
目
的
は
、与

倉
地
区
の
一
部
と
牧
野
地
区
の
一
部

を
区
域
と
し
て
「
農
地
中
間
管
理
機

構
関
連
農
地
整
備
事
業
」
を
活
用
し

た
土
地
改
良
事
業
で
あ
り
昨
年
、
準

備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
携
わ
る
団
体
と
し

て
、
千
葉
県
香
取
農
業
事
務
所
・
千

葉
県
園
芸
協
会
（
農
地
中
間
管
理
機

構
）・
香
取
市
・
両
総
土
地
改
良
区

の
方
々
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た

だ
き
な
が
ら
一
歩
一
歩
進
め
て
お
り

ま
す
。　　
　

　

地
区
の
受
益
は
、
約
40
h
a
の
規

模
で
あ
る
た
め
、
担
当
地
区
農
業
委

員
と
し
て
、
海
老
澤
農
業
委
員
と
二

人
三
脚
と
な
り
、
地
域
農
家
の
方
々

と
行
動
を
共
に
し
、
事
業
関
連
の
見

識
を
深
め
つ
つ
、
こ
の
事
業
の
成
功

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

〇農業で償却資産となる主な例
　ビニールハウス、乾燥機、籾摺機、自動選別計量機、保冷庫、フレコン、
　パソコン　など
×申告対象外の例
　トラック、軽トラック、田植機、耕運機、フォークリフト　など

　担い手に貸し付ける農業振
興地域内の農地を探していま
す。貸し付けたい農地がある場
合は、お問合せください。新た
な農地の賃借制度により、（公
社）千葉県園芸協会が農地の貸
し借りを行います。

　詳細は、
香取市農政課（☎50ー１258）
または、
（公社）千葉県園芸協会農地部
（☎043―223―3011）まで
お問合わせください。

　※（公社）千葉県園芸協会は、
千葉県から農地中間管理機構
に指定されています。

農
地
集
積
・
集
約
化
の
推
進
を
目
指
し
て
！

片
野　

壽
夫 

農
業
委
員

農地の出し手を

募集中です！

重要！農業用の資産は償却資産申告が必要です

海老澤　武
農業委員

片野　壽夫
農業委員

　固定資産税は、土地・家屋のほか償却資産（事業で使用している資産）も対象と
なっています。
　償却資産の所有者は、地方税法第 383 条の規定により、その資産が所在する市町
村長へ申告することが義務づけられています。
　事業用償却資産をお持ちの方は、香取市 HP か税務課窓口で申告用紙を入手し
忘れずに申告をお願いします。

【問い合わせ・申告先】香取市税務課資産税班
〒287－8501　香取市佐原ロ 2127　　TEL：0478－50－1223（直通）

償却資産の固定資産税の例（概算）
乾燥機（取得額150万円・耐用年数７年）・保管用冷蔵庫（取得額30万円・耐用年数７年）を購
入した場合
●１年目　課税標準額155万円　固定資産税額21,600円
●２年目　課税標準額112万円（※免税点未満）　以降、固定資産税額０円
※課税標準額は各資産の時価に相当する金額の合計（特例が適用される場合あり）。
　償却資産は課税標準額150万円に満たない場合、固定資産税が免税されます。
　税額は課税標準額×税率（1.4％）となります。



かとり農業委員会だより 令和元年９月（４）

　

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
収

穫
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。
天
候

不
順
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す

が
豊
作
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

　

今
年
６
月
中
旬
に
、
台
湾
の

烏
山
頭
ダ
ム
視
察
の
機
会
が

あ
っ
た
の
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
ダ
ム
は
、
大
正
９
年
か

ら
昭
和
５
年
に
掛
け
て
当
時
の

台
湾
総
監
督
府
に
日
本
人
と
し

て
八
田
與
一
土
木
技
師
の
指
導

に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
洪

水
、
干
ば
つ
、
塩
害
に
苦
し
ん

だ
当
地
（
台
湾
南
部
、
台
南
と

嘉
義
に
ま
た
が
る
平
野
）
を
、

灌
漑
し
農
業
振
興
に
大
貢
献
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
ダ
ム
は
現

在
も
稼
働
中
で
周
辺
に
は
記
念

館
、
記
念
碑
公
園
も
整
備
さ
れ

市
民
か
ら
敬
愛
の
念
で
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

困
難
に
立
ち
向
か
い
将
来
を

見
据
え
て
優
良
農
地
を
子
孫
に

残
す
活
躍
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選

に
伴
い
編
集
委
員
会
も
新
し
い

体
制
に
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く

御
指
導
、
御
支
援
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

 　

編
集
長　

栗
林　

利
男

後

編

記

集

農地の売買・転用等の申請受付期間並びに総会予定表
＜令和元年１０月～令和２年２月＞

農業者年金は、農業者のための、安定した積立式の公的年金です。

農業者年金ってどんな年金？
●積立方式なので、積み立てた金額に応じた額の年金をかならず受給できます！
　また、年金額が加入者・受給者数に左右されない、少子高齢時代に強い年金です。
●年金は一生涯支給されます！
　８０才までに亡くなられた場合は、８０才までに受け取る予定であった分のお金を、ご家族が
　受け取れることができます。
●認定農業者など、担い手の方は、国が保険料を一定の割合で負担してくれる制度もあります！
●税制面でも大きな優遇があります！

加入要件はこの３点だけ
◎農業に年間６０日以上従事していること
◎国民年金の第１号被保険者であること
◎２０才以上６０才未満であること
◆農地を持っていない方や、配偶者・後継者
　の方も加入できます！

１０月７日（月）

１１月７日（木）

１２月５日（木）

１月８日（水）

２月６日（木）

総会開催日

９月１７日（火）～２０日(金）

１０月１６日（水）～１８日（金）

１1月１８日（月）～２０日（水）

１２月１３日（金）～１８日（水）

１月１６日（木）～２０日（月）

受付期間（土日祝日は除く）

元年 9月受付分

元年10月受付分

元年11月受付分

元年12月受付分

2年 1月受付分

年　月

農業者年金に加入しませんか？

しっかり積立て、

がっちりサポート

安心で豊かな老後を

☆☆☆お問い合わせは、香取市農業委員会またはお近くのJAへ ☆☆☆


